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地区住民と市が協働！！
新しい地域コミュニティが始まります

平成29年４月１日スタート

■地区公民館という建物はコミュニティセンターという名称になり、社会教育法にとらわれな
い地域自治の活動拠点とします。

■地区公民館組織は廃止し、地区住民で構成する地域コミュニティ組織へ移行します。これま
で地区公民館で実施していた事業は、基本的に引き継がれていきます。

■地域コミュニティ組織の活動拠点をコミュニティセンターに置きます。

　市では、人口減少によるコミュニティの崩壊に対応するために、地区住民によって地域づくりを進める
体制づくりを目指しています。地区公民館の範囲で地区住民による地域づくり組織を立ち上げ、地域課題
の解決や地域の振興に取り組むものです。
　施設としての地区公民館、組織としての地区公民館はそれぞれ次のように移っていきます。

地区公民館をコミュニティセンターに移行します
～社会教育施設から地域自治の拠点へ～

　各地区には固有の歴史があり、特性も違います。そのため、地域づくりで目指す姿や解決すべき課題に
は違いがあって当然です。災害への対応が最重要課題の地区もあれば、日々の住民の生活を守る活動を優
先したい地区もあります。地区公民館で行ってきた人づくり分野の活動とともに、地区として必要な活動
を展開することになります。
　地域コミュニティ組織は、自立組織です。市では、各地区の自主的な取組みを尊重し、その実現に連携・
協力していきます。具体的には、活動のための財政支援、担当職員の助言や各部署との調整などを行い、
協働して地域運営や地域づくりを進めていきます。

コミュニティ組織と市は連携・協働します
～地域と市はパートナーとして地域づくりを進めます～

地区

地区
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　豊岡市では、人口が減少し、地域の活力が低下し
つつあります。地域によっては、そのスピードが加
速しています。つまりコミュニティが崩壊する危機
に市は直面しています。
　「自分の地区は大丈夫」と考える人もありますが、
豊岡市の人口は今後も減少すると予測されており、
将来にわたって大丈夫な地区はないと考えます。人

口が減少しても、自分の住む地域、そして豊岡市全
体を守っていくためにはどうすればよいのでしょう
か？　その取組みとして、地域と市がパートナーと
して新しい地域づくりを進めています。
※豊岡市人口推移予測〔豊岡市地方創生総合戦略資料から〕
　85,592人（2010年）⇒57,608人（2040年）

《問合せ》コミュニティ政策課☎21‒9020

　現在の地区公民館は本庁（中央公
民館）が全てを所管していますが、
平成29年度から、コミュニティセン
ターは振興局ごとに所管することに
なります。
　本庁はコミュニティ政策課が、振
興局は地域振興課がそれぞれの地域
内にあるコミュニティセンターを管
理し、地域コミュニティ組織との連
携・協働を行っていきます。
　コミュニティ政策課は、豊岡地域
を担当するとともに、市全体の地域
コミュニティづくりの総合窓口とし
ての機能を持ちます。

コミュニティセンターの所管は地域ごとになります
～豊岡地域は本庁、振興局管内は該当の振興局～

自分たちの地域は自分たちで守る
～特別なことではなく、できることから行動を～

　地域コミュニティというと、難しく聞こえるかもしれません。
　しかし、その地域に住む一人一人が、地域のことを思い、まずは自分が活躍できる場で自分が
できることをやるといえば、できそうに思えるものです。

　自分の健康づくりに取り組み、元気でいることもその一つです。また、積極的にあいさつする
ことで、地域の中でのつながりも深まります。人と人がつながることで、地域の一員として自覚
が生まれ、具体的な行動に結び付きやすくなります。考えればできることはたくさんあります。

　地域コミュニティ組織は形だけ整っても、地域を理解し、しっかりと地域を運営していくよう
にならなければ成果につながりません。一部の役員や組織の事務局に頼り、後はお任せではなく、
地区住民全員でこのコミュニティ組織を支えていくことが必要です。

　「自分たちの地域は自分たちで守る」をスローガンに、ぜひ、地域の力を結集しましょう。
　市も連携・協働するパートナーとして、共に地域づくりを進めていきます。
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50
万
人
と
聞
い
て
び
っ
く
り
で

す
」「
畳
が
あ
っ
て
く
つ
ろ
げ
て
、

サ
ウ
ナ
も
あ
り
良
い
温
泉
」と
話

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
常
任
委
員
会

 

【
総
務
委
員
会
】

　

◎
青
山
憲
司　

○
上
田
倫
久

 

【
文
教
民
生
委
員
会
】

　

◎
伊
藤　

仁　

○
竹
中　

理
 

【
建
設
経
済
委
員
会
】

　

◎
村
岡
峰
男　

○
西
田　

真

■
特
別
委
員
会

 

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　

◎
広
川
善
徳　

○
浅
田　

徹

 

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
井
上
正
治　

○
前
野
文
孝

 

【
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
関
貫
久
仁
郎　

○
井
垣
文
博

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
椿
野
仁
司　

○
関
貫
久
仁
郎

　

市
議
会
本
会
議
の
様
子
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継（
ラ
イ
ブ
）で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

11
月
11
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
福
田
嗣
久
さ
ん
、
副
議

長
に
嶋
﨑
宏
之
さ
ん
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
升
田
勝
義
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

〜
市
議
会
役
員
決
定
〜

 

議
長
は
福
田
嗣
久
さ
ん
、副
議
長
は
嶋
﨑
宏
之
さ
ん

〜
開
館
か
ら
8
年 

地
元
住
民
で
運
営
〜

「
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
」入
浴
者
50
万
人
達
成
!!

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用
促
進
事
業
〜

「
豊
岡
市
×
J
A
L
」プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
配
信

　

10
月
24
日
、
た
ん
た
ん
温
泉
福

寿
の
湯（
但
東
町
坂
野
）の
入
浴
者

が
、
開
館
以
来
50
万
人
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
20
年
の
オ
ー
プ
ン
以

降
、
地
元
住
民
で
つ
く
る
た
ん
た

ん
温
泉
運
営
管
理
組
合
が
運
営
し
、

緑
豊
か
な
山
間
に
た
た
ず
む
癒
し

の
温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

50
万
人
目
と
な
っ
た
衣
川
征
治

さ
ん（
宮
津
市
）は
、
真
野
副
市
長

か
ら
記
念
品
を
受
け
取
る
と「
何

十
回
も
来
て
い
ま
す
が
、
自
分
が

　

本
市
は
、
日
本
航
空
㈱（
東
京

都
品
川
区
）と
共
同
で
、
豊
岡
市

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画（
30

秒
と
10
分
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
2
種

類
）を
制
作
し
ま
し
た
。
但
馬
地

域
の
活
性
化
と
大
交
流
の
実
現
に

必
要
不
可
欠
な
東
京
直
行
便
。
但

馬
空
港
利
用
促
進
事
業
の
一
環
で

す
。

　

動
画
は
、
11
月
7
日
か
ら
1
週

間
、
首
都
圏
の
電
車
内
の
ビ
ジ
ョ

ン
広
告
で
配
信
し
た
他
、
来
年
1

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
10
月
】

12
日
・
全
但
バス
㈱
と「
災
害
時
等
に

お
け
る
バ
ス
利
用
に
関
す
る

協
定
」締
結

18
日
・
城
崎
文
芸
館
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン

　
　
・
豊
岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ
ン

検
討
会
議

19
日
・
豊
岡
市
･
京
丹
後
市
合
同
会

議（
京
丹
後
市
）

24
日
・
安
全
な
避
難
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
新
た
な
防
災
マッ
プ
と

水
害
への
備
え
〜

25
日
・
秋
季
市
政
懇
談
会（
出
石
、

28
日
・
豊
岡
、
11
月
2
日
・

但
東
、4
日
・
日
高
、8
日
・

竹
野
、
9
日
・
城
崎
）

27
日
・
豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
懇
話
会

　
　
・
豊
岡
市
環
境
審
議
会

【
11
月
】

1
日
・「
豊
岡
市
公
共
施
設
再
編
計

画
」「
豊
岡
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」策
定

　
　
・
鳥
取
県
中
部
地
震
の
被
災
地

に
家
屋
被
害
調
査
職
員
派
遣

（
〜
6
日
）

2
日
・
豊
岡
市
美
術
展（
〜
6
日
）

　
　
・
な
す
び
さ
ん
エベ
レ
ス
ト
登
頂

報
告
会

4
日
・
豊
岡
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会

　
　
・
豊
岡
市
障
害
者
福
祉
計
画
策

定
委
員
会

8
日
・
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界

と
出
会
う
音
楽
祭「
お
ん
ぷ
の

祭
典
」（
〜
13
日
）

9
日・
豊
岡
市
基
本
構
想
審
議
会

11
日
・
仲
田
光
成
記
念
豊
岡
全
国
か

な
書
展（
〜
13
日
）

▲入浴者50万人目となった衣川
さん夫婦（左）

監査委員
升田勝義

副議長
嶋﨑宏之

議長
福田嗣久

▲首都圏の三つの鉄道会社の電車内で放
映されたプロモーション動画のワン
シーン（出演は俳優の辰巳琢郎さん）

月
か
ら
、
J
A
L
の
国
内
線
の
航

空
機
内
で
放
映
し
ま
す
。
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流
で
、
さ
ら
に
友
好
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

貿
易
会
社
が
主
催
す
る
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
エ
キ
ス
ポ
に
出
展
す

る
た
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
を
引
っ

提
げ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
日
本
か
ら
1
0
0

を
超
え
る
企
業
等
が
参
加
し
、
会

場
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
や

シ
ェ
フ
た
ち
で
ご
っ
た
返
し
ま
し

た
。現

場
で
は
無
用
の
長
物

=

市
長

を
尻
目
に
、
市
の
担
当
2
人
と
、

こ
の
夏
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
2

カ
月
市
役
所
に
来
て
い
た
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
大
学
生
の
小
林
菜な

子こ

さ
ん
、

料
理
研
究
家
の
土
井
陽
子
さ
ん
、

N
Y
生
活
プ
レ
ス
社
の
一
ノ
瀬
は

づ
き
さ
ん
か
ら
な
る
豊
岡
チ
ー
ム

は
、
着
々
と
客
を
呼
び
込
み
、
試

食
を
提
供
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
コ

メ
の
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

寿
司
店
等
か
ら
注
文
も
い
た
だ

き
、
ま
ず
ま
ず
の
成
果
で
し
た
。

今
回
の
最
大
の
成
果
は
、
日
本

料
理
店「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ロ
ー

ク
」で
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
の
使
用
が

決
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ロ
ー
ク
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ

の
一
人
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
･
ブ
ー
レ

イ
さ
ん
が
辻
調
理
師
専
門
学
校
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
始
め
た
、
大
人

気
で
と
て
も
評
価
の
高
い
、
高
級

和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

昨
年
、
龍
力
の
本
田
商
店
･
本

田
武
義
会
長
か
ら「
日
本
食
エ
キ

ス
ポ
に
豊
岡
も
出
て
お
い
で
。
う

ち
の
ブ
ー
ス
、
貸
し
て
あ
げ
て
も

い
い
よ
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
ま
ず
は
先
遣
隊
で
職
員
を
派

遣
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ

の
会
場
で
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト

ロ
ー
ク
の
山
田 

勲
料
理
長
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
以
来
そ
の
職
員

が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
き
ま
し
た
。

並
行
し
て
、
切
り
絵
作
家
の
久

保 

修
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
N
Y
生
活
プ
レ
ス
社
の
一
ノ

瀬
さ
ん
も
自
腹
で
店
を
訪
れ
、
山

田
さ
ん
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
働

き
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
9
月
、
1
カ
月
間

の
試
験
利
用
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
ぼ
く
が
店
内
の

席
に
着
く
や
開
口
一
番「
美
味
し

く
て
素
晴
ら
し
い
米
で
す
。
背
後

の
物
語
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
今

後
も
ぜ
ひ
使
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」。

山
田
さ
ん
が
席
を
立
た
れ
た
後
、

職
員
が
そ
っ
と
眼
を
拭
く
の
が
見

え
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
の
だ

109

か
な
え
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
城
崎
対
談
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
N
P
O
法
人「
本
と
温

泉
」か
ら
短
編
小
説「
城
崎
裁
判
」

を
発
表
し
て
い
る
万
城
目
さ
ん
。

同
じ
く「
城
崎
へ
か
え
る
」を
発
表

し
て
い
る
湊
さ
ん
。2
人
は
、城
崎

へ
の
思
い
や
作
品
の
誕
生
秘
話
な

ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
文
芸
館
で
は
、城
崎
と

縁
の
あ
る
企
画
展
を
定
期
的
に
開

催
し
、よ
り
深
く
、よ
り
諭た
の

し
く
文

　

城
崎
温
泉
ゆ
か
り
の
作
家
ら
を

紹
介
し
て
い
る
城
崎
文
芸
館
が
、

10
月
18
日
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。同
日
の
夜
に
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
特
別
企

画
と
し
て
、万ま

城き

目め 

学ま
な
ぶ

さ
ん
と
湊

　

上
田
市（
長
野
県
）と
は
、

1
7
0
6
年
の
出
石
藩
主
と
上
田

藩
主
と
の
お
国
替
え
を
縁
に
、
昭

和
54
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結

し
、
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
10
月
31
日
か
ら
2
日

間
、
信
州
上
田
を
探
訪
す
る「
豊

岡
市
民
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
に
は
、
市
民
ら
29
人

が
参
加
し
、
モ
ミ
ジ
の
深し
ん

紅く

、
イ

チ
ョ
ウ
の
黄
色
な
ど
が
鮮
や
か
な

上
田
城
跡
や
、
信
州
上
田
真
田
丸

〜
豊
岡
市
か
ら「
上
田
市
探
訪
ツ
ア
ー
」。上
田
市
か
ら「
豊
岡
市
訪
問
の
旅
」〜

姉
妹
都
市
上
田
市
と
の
友
好
交
流「
豊
岡
市
民
ツ
ア
ー
」等
を
実
施

〜
城
崎
文
芸
館
の
装
い
新
た
に
〜

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト「
万
城
目
学
×
湊
か
な
え
」開
催

大
河
ド
ラ
マ
館
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
上
田
城
跡
公
園
で
は
、
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、
上
田

市
の
母も

袋た
い

創そ
う

一い
ち

市
長
か
ら
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

上
田
市
か
ら
は
、
毎
年
11
月
3

日
の
出
石
お
城
ま
つ
り
に
来
訪
し
、

今
年
も
上
田
市
特
産「
り
ん
ご
」の

無
料
配
布
や
物
産
展
で
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
上
田
市
民
ツ

ア
ー
も
来
訪
し
ま
し
た
。

　

本
市
と
上
田
市
は
、
市
民
間
交

学
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

▲作品の誕生秘話などを語る湊さん
と万城目さん（左から）

▲作品の一節を映像
で映し出す高さ
2.4ｍの本のオブ
ジェ

▲上田城跡公園での歓迎セレモニー
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◆日時　12月22日（木）午後１時30分～３時30分
◆会場　本庁舎　３階　庁議室
◆内容　スマートフォンとは▽基本操作▽イ
ンターネット▽安全・安心便利なアプリ活
用▽災害対策アプリについて　など

◆対象　本市在住の高齢者（おおむね70歳ぐら
いまでの方）で、スマートフォンの購入前に、
基本的な操作方法を学びたい方。昨年の参
加者を除く。

◆使用端末　Ａｎｄｒｏｉｄ端末
◆定員　20人（要事前申込み・先着順・参加者
が８人に満たない場合は、延期または中止
する場合あり）

◆日時　12月19日（月）午後１時30分～３時30分
◆会場　本庁舎　３階　庁議室
◆内容　操作練習▽電話・メール▽カメラ▽
インターネット▽Ｓ

シ リ
ｉｒｉ（音声認識機能） 

など
◆対象　本市在住の高齢者（おおむね60歳以上
の方）で、スマートフォンの購入前に、基本
的な操作方法を学びたい方。昨年の参加者
を除く。

◆使用端末　ｉＰｈｏｎｅ
◆定員　24人（要事前申込み・先着順・参加者
が10人に満たない場合は、延期または中止
する場合あり）

高齢者向けスマートフォン教室

　市では、世代間の情報格差の解消のため、ＫＤＤＩ、ＮＴＴ
ドコモと連携して、無料のスマートフォン教室を開催します。

《申込み・問合せ》秘書広報課☎23-1114　FAX24-1004
　　　　　　　　　　　メールkouhou@city.toyooka.lg.jp

乗って守ろう 全但バス神鍋線でバス遠足
豊岡ノーマイカーデー グラウンド・ゴルフ交流大会

　全但バス神鍋線の利用促進のため、豊岡ノーマ
イカーデー（毎月第２水曜日）にグラウンド・ゴル
フ大会を開催します。合言葉は「乗って守ろう」。
　皆さん、ぜひ、参加してください。

▼定員　団体ゲーム６人
１組で最大30組
※先着順
※個人ゲームのみの参加もできます。
▼参加料　千円（昼食代込み）
※交通費別途必要
※入金後のキャンセルは、原則、返金しない。
▼持ち物　クラブ・ボール・マーカー▽健康保
険証（写し可）

▼表彰　団体ゲーム：優勝～第３位に賞品▽個
人ゲーム：優勝～第３位に賞品▽交流ゲー
ム：各組の最少合計打数者に賞品▽その他：
ホールインワン賞（指定ホール）、特別賞

▼申込方法　12月22日（木）までに、所定の申込
書に参加料を添えて申込み
※来館が困難な場合は、郵送またはファクスで
申込書を送付し、参加料は口座振込み

▼主催　豊岡市、全但バス㈱、（公財）兵庫県勤労
福祉協会但馬ドーム

《申込み・問合せ》全但バス但馬ドーム
　　　　　　　　　　　　 ☎45-1900

日時　平成29年１月11日（水）午前９時45分～
　　　※受付（午前９時10分～）
　　　※表彰・閉会式（午後２時35分～）
場所　全但バス但馬ドーム
　　　ドーム棟グラウンド

▼内容
①８ホール３ラウンドプレーし、団体ゲームと個
人ゲームの上位を決定する。

②交流ゲームは１ラウンドとし、各組の最少合計
打数者を決定する。

▼対象　全但バス神鍋線乗車または徒歩で来館
した方

※受付で来館方法を確認
※徒歩以外の方は、乗車証明書または豊岡ノーマ
イカーデーフリーチケット（１日500円乗り放
題）の提示が必要

好評につき今年も開催！
　　　　スマホに詳しくなれる!!

豊岡市×ＫＤＤＩ 豊岡市×ＮＴＴドコモ
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ワンコイン（500円）で最高100万円の見舞金
平成29年度 交通災害共済加入者を募集

　交通災害共済は、県内の市町が共同で設立し
た組合が運営し、交通事故による死亡や傷害な
どに対して見舞金を支給する共済制度です。
▼資格　市内在住、在勤、または在学している方
▼共済掛金　１人500円
▼共済期間　平成29年４月１日～30年３月31日
▼対象　自転車・自動車などに乗っていて衝突、
接触、転落、または歩行中これらの乗り物に
はねられたり、ひかれた事故

▼加入方法
【新規加入と現金加入者の継続加入】
　新規加入の方は次のものを窓口に持参の上、
手続きしてください。本年度加入者で振替口座
の登録が完了していない方には、組合からすで
に継続加入のお願いと加入申込書が送付されて
います。継続加入する方は申込書と次のものを
持参の上、申し込んでください。

▽共済掛金（500円×加入者数）
▽口座振替する金融機関の通帳と届出印（口座振
替は30年度から）

【口座振替者の継続加入】
　振替口座の登録が完了している方には、組合
からすでに本年度の加入内容を記載した「口座振
替のお知らせ」のはがきが送付されています。
▽内容に変更なし→手続き不要
▽内容に変更あり（追加加入・脱退、住所変更な
ど）→加入状況変更届を提出

▽口座変更→通帳と届出印を窓口に持参し、口
座振替届出書を提出

▽変更手続きの期限　12月28日（水）
▽口座振替日　平成29年２月28日（火）
▼その他
▽届出用紙および申込書は問合せ窓口で交付
▽加入者証は、組合から直接加入者に送付

《見舞金》
等級 災害の程度 見舞金額
１ 死亡 100万円
２ 医師の治療を要する傷害で、入院治療151日以上の場合 20万円
３ 医師の治療を要する傷害で、治療実日数121日以上、内入院治療61日以上の場合 12万円
４ 医師の治療を要する傷害で、治療実日数91日以上の場合 10万円
５ 医師の治療を要する傷害で、治療実日数61日以上の場合 ８万円
６ 医師の治療を要する傷害で、治療実日数31日以上の場合 ６万円
７ 医師の治療を要する傷害で、治療実日数７日以上の場合 ５万円
８ 医師の治療を要する傷害で、治療実日数３日以上の場合 ４万円

（注）自動車安全運転センター所長の交通事故証明書が得られない場合の見舞金は５等級を限度とする。
　　ただし、死亡の場合は２等級を支給する。

☎生活環境課 ࠔࡏၥྜ࣭ࡳ㎸⏦ࠓ 21-9001 または各振興局市民福祉課

但馬牛が当たるのは「12月28日」申請分まで！
健康・環境ポイントを交換

　笑顔あふれる健康と環境のマイレージ「健康・
環境ポイント制度」は、ためたポイントで、小・
中学校などへの寄付または温泉施設の利用券な
どに交換できます。
▼小・中学校などにポイント寄付
　12月28日（水）までに健康増進課、エコバレー
推進課、各振興局窓口に実践手帳を添えて申請
すると、本年度中に小・中学校などに寄付金が
交付されます。学校と地域の区長会や高年クラ
ブが連携し、ポイントを学校に寄付することで、
子どもたちの成長を応援する取組みも生まれて
います。
▼温泉施設利用券などに交換
交換に必要なポイントに達したときに実践手

帳を添えて申請すると、利用券などに交換でき

ます。健康・環境にいいことをして、温泉施設
や運動施設の利用券などを手に入れましょう。
参加の仕方や実践手帳の記入方法など、不明

な点は、気軽に問い合わせてください。
楽しく賢く健康・環境ポイントをためましょう。

☎健康増進課ࠔࡏၥྜࠓ 24-1127

今年もおいしい～“おまけ”が当たるかも!?
　12月28日（水）までに、手
帳の交換・更新申請を行い、
１万ポイント以上獲得して
いる方の中から、抽選で300
人に但馬牛が当たります！
［景品（予定）］A賞：焼肉用肉、B賞：すき焼き用肉



広報とよおか 2016（平成28）年12月号　 8

飲酒運転・歩きスマホは絶対にダメ!!
年末の交通事故防止運動（12月１～10日）

　また、スマートフォン等の画面を見ながら歩
く｢歩きスマホ｣は、周囲の方を巻き込む事故に
つながることもあるので止めましょう。

《問合せ》生活環境課☎21-9001

　年末は買い物や帰省などで道路が混雑するこ
とが予想され、交通事故の危険性が高まります。
忘年会などで酒を飲む機会も増えますが、飲酒
運転は絶対にしてはいけません。

▼飲酒運転を根絶しましょう
　飲酒運転は運転した人はもちろん、周囲の
人も厳しく罰せられます。飲酒運転追放「三な
い運動」を実践しましょう。
①酒を飲んだら車を運転しない 
②運転するときは酒を飲まない 
③運転する人には酒を飲ませない
▼夕暮れ時に気を付けて
○車両は夕暮れ時に早めの前照灯の点灯を心
掛けましょう。
○歩行者は夕暮れや夜間に外出するときは、

明るい服装と反射材を着用しましょう。
▼自転車も交通規則を守りましょう
○子どもは乗車用ヘルメットを着用しましょ
う。
○車道の左側を通行し、傘差し運転や、スマ
ートフォン等を使いながらの運転はやめま
しょう。
○自転車保険の加入が義務付けられています。
万一に備え加入しましょう。
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシ
ートの正しい着用を徹底しましょう。

運転免許
自主返納

　高齢運転者による重大事故が多発しています。運転に自信のなくなった方や家族
から｢心配だ｣と言われた方は、自身の運転を振り返ってみてください。運転免許を返
納した方は｢運転経歴証明書｣を申請でき、さまざまな特典を受けることができます。

森林資源を有効活用した環境にやさしいエネルギー
ペレットストーブ等の設置費を補助

　市内の森林資源の利用をさらに促進するため、
ペレットストーブ、薪

まき

ストーブ、ペレットボイラー、
薪ボイラーを設置する費用の一部を補助します。
▼対象
▽市内に住所を有し、市内の住宅に設置する方
▽市内に事業所等を有し、事業所や施設等に設
置する方

▽市内の地区集会施設に設置する方
▼補助対象経費・金額
▽ペレットストーブ（ボイラー）…本体購入費の
２分の１以内（上限20万円）

▽薪ストーブ（ボイラー）…本体購入費、排気設
備、付属品および設置工事費の合計金額の２
分の１以内（上限20万円）

▼条件
▽申込時に未購入
▽市内産のペレットまたは薪を使用
▽市内の事業所から機器を購入
▽設置時に未使用
▽薪ストーブは二次燃焼機能付またはペレット兼用
▽薪ボイラーは熱源能力が平均３万kcal以上
▼申込方法
　エコバレー推進課にある申請書（市ホームペ
ージにも掲載）に必要書類を添え、申し込んでく
ださい。

　ペレットストーブ、薪ストーブ、ペレットボ
イラー、薪ボイラーの販売、設置工事を行う市
内事業者の登録を受け付けています。
　登録された情報は市ホームページで公開し、
問合せに利用します。
【登録方法】
　問い合わせていただくか、市ホームページを
ご覧ください。
《申込み・問合せ》エコバレー推進課☎23-4480

取扱い事業者登録

暖房効果

効果がある
90％

同じくらい
8％

効果がない
２％

設置した感想
後悔 0％どちらかといえば

後悔6％

満足
81％

どちらかといえば
満足13％

※ペレット・薪ストーブ設置者アンケートから
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みんなでクリスマスを楽しもう♪
障害者（児）クリスマス会の参加者・ボランティアを募集

誰もが暮らしやすい差別のない社会へ
障害者週間（12月３～９日）

　「障害者週間」は、障害のある方の福祉につい
て、国民の関心と理解を深めるとともに、障害
のある方が社会、経済、文化その他あらゆる分
野の活動に積極的に参加する意欲を高めること
を目的としています。
　従来の「障害者の日」（12月
９日）に代わるものとして、
平成16年の障害者基本法改
正により設定され、この期
間を中心に、国、地方公共
団体、関係団体などが、さ
まざまな意識啓発に取り組みます。

職員対応要領の策定
障害者差別解消法が４月１日に施行され、本

市では、市職員が適切に対応するために必要な
事項を定めた「豊岡市における障害を理由とす
る差別の解消の推進に関する職員対応要領」を
策定しました。市ホームページにも掲載してい
ますので、ご覧ください。
また、民間事業者は、その事業を担当する主

務大臣が、事業分野別の対応指針（ガイドライ
ン）を策定しています。詳細は、内閣府ホームペ
ージ（http://www.cao.go.jp/）をご覧ください。
一人一人が障害の理解を深め、誰もが暮らし

やすい、差別のない社会を目指しましょう。

対象者　それぞれの地域在住または施設に通所する心身障害者（児）とその保護者、ボランティア

日時 場所 申込期限 参加費 申込み・問合せ
12月17日（土）
13 :30～16 :00 じばさんTAJIMA 12月７日（水）

100 円

豊岡市社会福祉協議会
地域福祉課☎ 23-2573

1 2月3日（土）
10 :00～13 :00 城崎健康福祉センター 当日参加可 城崎地区センター☎32-4503

12月17日（土）
13 :30～15 :00 竹野健康福祉センター 12月14日（水） 竹野地区センター☎47-1423

12月11日（日）
13 :30～15 :30 日高健康福祉センター 当日参加可 日高地区センター☎42-0100

12月17日（土）
13 :30～16 :00 出石健康福祉センター 12月９日（金） 出石地区センター☎52-3024

12月23日（金）
10 :00～14 :00 但東健康福祉センター 12月14日（水） 但東地区センター☎54-0181

災害時安心ファイルは、災害が起こったとき、
障害のある方が適切に避難し、避難先で周囲の
理解を得てサポートを受けられるように、連絡
先、医療機関、服薬内容等を記載する「防災連絡
カード」と、障害特性や配慮することを記載する
「災害時安心カード」をファイルに挟んで、日頃
から所持しておくものです。豊岡市障害者自立
支援協議会とＮＰＯ法
人セルフサポートいず
し、本市が作成しました。
市民の皆さんには、
このファイルを理解し
ていただき、困ってい
る方を見かけたときは、
サポートをお願いしま
す。
　【配布の対象者】
○障害のある方で、このファイルの所持を希
望する方

○周囲からは障害が分かりにくい方
○障害を理解してほしいこと、支援してほし
いことなどを自ら周囲に伝えることが困難
な方　　　　　　　　　　　　　　　 など

《問合せ》社会福祉課☎24-7033

皆さん、ご存知ですか？「災害時安心ファイル」

災害時安心ファイル

《開催イベント》
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用
途
変
更

例
…
専
用
住
宅
を
工
場
や
事
務

所
に
変
更
し
た
。

▼
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
者
の
変
更

例
…
売
買
・
相
続
な
ど

▼
そ
の
他

今
年
４
月
に
送
付
し
た「
課
税

明
細
書
」の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合　

な
ど

※
登
記
済
の
物
件

は
申
告
不
要
で

す
。

固
定
資
産
税

異
動
申
告
は
１
月
13
日
ま
で
に

Ｑ
　
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　

会
社
や
個
人
が
事
業
を
営

む
た
め
に
所
有
す
る
機
械
・
器

具
・
備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産

で
す
。
土
地
・
家
屋
と
同
じ
く

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
す
。

Ｑ
　
申
告
が
必
要
で
す
か
？

Ａ　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
地
方
税
法
に
基

づ
き
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
ど
ん
な
資
産
が
申
告
の
対
象

で
す
か
？

Ａ　

原
則
と
し
て
、
決
算
時
に
減

価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
す
る

も
の
は
、
全
て
償
却
資
産
の
申

告
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
家
屋

と
し
て
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
も
の
、
車
両
の
う
ち
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
と

な
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

Ｑ
　
新
規
開
業
し
ま
し
た
が
申
告

は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

Ａ　

平
成
28
年
中
に
、
新
し
く
事

業
を
始
め
た
方
に
は
、
市
か
ら

「
申
告
書
」を
送
付
し
ま
す
。
申

告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

知
っ
て
納
得
！

　
　

償
却
資
産
Ｑ
＆
Ａ
！

　

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者

と
し
て
資
産
登
録
の
あ
る
方
、
新

規
で
店
を
開
業
す
る
方
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
方
等
に
、

12
月
上
旬
に
平
成
29
年
度
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。
平
成
29
年
１
月

１
日
現
在
の
資
産
の
所
有
状
況

（
機
械
・
備
品
な
ど
の
購
入
ま
た

は
廃
棄
、
事
業
の
廃
業
な
ど
）を

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
資

産
の
異
動
が
な
い
場
合
も
申
告
が

必
要
で
す
。

※（
社
）地
方
税
電
子
化
協
議
会
が

運
営
す
る
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム（
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）を
利
用

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

電
子
申
告
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産

土
地
・
家
屋

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

平
成
28
年
中
に
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
平
成
29
年
１
月

13
日（
金
）ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
☎
21-

９
０
４
５
ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

事業所得、不動産所得等のある方へ

記帳・決算説明会を開催します
《開催日程》

（注）１　白色申告者に係る記帳・帳簿等の保存制度、青色申告決算書・収支内訳書の作成方法等を
説明します。

　　２　筆記用具および電卓等計算用具を持参してください。
　　３　説明会場では、個別の申告相談は行いません。

申告書は国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成できます！
▼税務署に出向く必要なし　作成した申告書等は印刷し、郵送等で税務署に提出できます。
▼いつでも利用可能　確定申告期間中は、24時間いつでも利用できます。
▼自動計算機能　税制改正に対応した自動計算機能で、計算誤りのない申告書等を作成できます。
▼前年データの利用可能　作成した申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申告でも利
用できます。

《問合せ》豊岡税務署個人課税第１部門☎22-2144

日時 開催場所
12 月７日（水）　午後２時～４時 じばさんＴＡＪＩＭＡ２階（大磯町１-79）

メ
リ
ッ
ト
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何な
ん

で
豊と

よ

岡お
か

で
は
小し

ょ
う

中ち
ゅ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
始は

じ

め
る
の
？

「
中ち

ゅ
う

1
ギ
ャ
ッ
プ
」っ
て
知し

っ

と
る
か
？　

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

に
進し

ん

学が
く

す
る
時と

き

に
、
生せ

い

活か
つ

や

学が
く

習し
ゅ
う

の
変へ

ん

化か

に
う
ま
く
乗の

り
切き

れ

ず
、
不ふ

登と
う

校こ
う

に
な
っ
た
り
、
勉べ

ん

強き
ょ
う

に
付つ

い
て
い
け
な
い
子こ

が
増ふ

え
て

き
た
ん
じ
ゃ
。
だ
し
け
ぇ
、
豊と

よ

岡お
か

で
は
10
年ね

ん

前ま
え

か
ら
小し

ょ
う

中ち
ゅ
う

連れ
ん

携け
い

教き
ょ
う

育い
く

に
力ち

か
ら

を
入い

れ
て
き
た
ん
じ
ゃ
。
次つ

ぎ

の
4
月が

つ

か
ら
、
取と

り

組く

み
を
さ
ら
に

強き
ょ
う

化か

し
て
、
子こ

ど
も
た
ち
に
寄よ

り

添そ

い
な
が
ら
、
9
年ね

ん

間か
ん

の
学ま

な

び
と

育そ
だ

ち
を
支さ

さ

え
る
小し

ょ
う

中ち
ゅ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

に

取と

り
組く

む
こ
と
に
し
た
ん
じ
ゃ
。

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

っ
て
ど
ん
な

も
の
な
の
？

「
9
年ね

ん

間か
ん

で
こ
ん
な
子こ

ど
も

に
育そ

だ

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
小し

ょ
う

・
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
先せ

ん

生せ
い

た
ち
が
話は

な

し
合あ

い
、
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

区く

ご
と
に
目め

指ざ

す
子こ

ど
も
像ぞ

う

を
共き

ょ
う

有ゆ
う

し
て
行お

こ
な

う
教き

ょ
う

育い
く

じ
ゃ
。
豊と

よ

岡お
か

の
小し

ょ
う

中ち
ゅ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

を「
豊と

よ

岡お
か

こ
う
の
と
り
プ
ラ
ン
」と

い
い「
ふ
る
さ
と
豊と

よ

岡お
か

を
愛あ

い

し
、

夢ゆ
め

の
実じ

つ

現げ
ん

に
向む

け
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

す
る
子こ

ど

も
の
育い

く

成せ
い

」を
目も

く

標ひ
ょ
う

に
し
と
る
。

豊と
よ

岡お
か

の
小し

ょ
う

中ち
ゅ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

っ
て

ど
ん
な
内な

い

容よ
う

な
の
？

「
ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル

学が
く

習し
ゅ
う

の
時じ

間か
ん

」を
作つ

く

っ
と
る
。

9
年ね

ん

間か
ん

で「
ふ
る
さ
と
教き

ょ
う

育い
く

」「
英え

い

語ご

教き
ょ
う

育い
く

」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教き
ょ
う

育い
く

」を
学ま

な

ぶ
こ
と
に
な
る
ぞ
。

ま
た
、
不ふ

登と
う

校こ
う

を
減へ

ら
し
た
り
、

学が
く

力り
ょ
く

の
差さ

を
縮ち

ぢ

め
た
り
、
も
っ
と

き
め
細こ

ま

か
く
子こ

ど
も
を
指し

導ど
う

す
る

「
学が

く

習し
ゅ
う

指し

導ど
う

と
生せ

い

活か
つ

指し

導ど
う

」を
小し

ょ
う

・

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
一い

っ

緒し
ょ

に
進す

す

め
る
ん
じ
ゃ
。

私わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
、
楽た

の

し
み

な
こ
と
は
あ
る
の
？

体た
い

験け
ん

教き
ょ
う

育い
く

が
満ま

ん

載さ
い

じ
ゃ
。「
ふ

る
さ
と
教き

ょ
う

育い
く

」で
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

・
文ぶ

ん

化か

の
三み

っ

つ
を
学ま

な

ぶ
ぞ
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷さ

と

公こ
う

園え
ん

で
体た

い

験け
ん

し
た
り
、
身み

近ぢ
か

な
ジ
オ
サ
イ
ト
を
見け

ん

学が
く

し
た
り

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
目め

で
確た

し

か
め
な
が

ら
学ま

な

ぶ
ん
じ
ゃ
。
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

・
文ぶ

ん

化か

で

は「
豊と

よ

岡お
か

の
自じ

慢ま
ん

」を
知し

る
た
め
に
、

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑳

豊と
よ

岡お
か

市し

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

っ
て
？
　

体た
い

験け
ん

を
通と

お

し
て
学ま

な

ん
だ
り
、
豊と

よ

岡お
か

で
活か

つ

躍や
く

す
る
先せ

ん

輩ぱ
い

か
ら
話は

な
し

を
聞き

い

た
り
す
る
ん
じ
ゃ
。「
英え

い

語ご

教き
ょ
う

育い
く

」

で
は
小し

ょ
う

学が
く

1
年ね

ん

か
ら
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
先せ

ん

生せ
い

が
み
ん
な
の
教き

ょ
う

室し
つ

に
来き

て
く
れ

て
、
生な

ま

の
英え

い

語ご

に
触ふ

れ
る
こ
と
が

で
き
る
ぞ
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教き

ょ
う

育い
く

」で
は
小し

ょ
う

学が
く

6
年ね

ん

と
中ち

ゅ
う

学が
く

1
年ね

ん

で
演え

ん

劇げ
き

の
方ほ

う

法ほ
う

を
使つ

か

っ
て
、

い
ろ
ん
な
人ひ

と

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

し
た
り
、
劇げ

き

を
作つ

く

っ
て
演え

ん

じ
た
り
し
て
、
表ひ

ょ
う

現げ
ん

す
る

こ
と
を
み
ん
な
で
楽た

の

し
む
ぞ
。

わ
く
わ
く
し
て
き
た
わ
。豊と

よ

岡お
か

の
こ
と
が
好す

き
に
な
っ
た
り

自じ

分ぶ
ん

の
夢ゆ

め

が
広ひ

ろ

が
っ
た
り
し
た
ら
、

す
て
き
だ
な
。

城崎小・中学校（モデル校）
合同運動会

　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主（
給

与
支
払
者
）が
従
業
員
の
給
与
か

ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
従

業
員
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
、
市
町

に
税
額
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

事
業
主
の
義
務

こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
お
よ

び
各
市
町
の
条
例
の
規
定
で
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
を
行
う
全
て
の

事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

不
要
な
ケ
ー
ス

特
別
徴
収
が
不
要
な
ケ
ー
ス
は

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事

業
主
の
希
望
で
特
別
徴
収
を
行

う
・
行
わ
な
い
を
決
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
か
ら
徹
底

兵
庫
県
と
県
内
の
全
市
町
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
特
別
徴
収
の
徹

底
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
特
別
徴
収
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
市
役
所
税
務
課

　

☎
21

－
9
0
4
5

　

県
税
事
務
所
課
税
第
１
課

　

☎
26

－

3
6
2
7

特別徴収の方法による納税の仕組み
市役所 事業所 給与所得者

①給与支払報告書の提出
　（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑥税額の納入
　（翌月10日まで）

④特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑤給与の支払いの際、
税額を徴収
　（６月から翌年５月
まで毎月）

②税額の計算

平
成
30
年
度
か
ら
徹
底

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
に



■水道お客さまセンター
　☎22-5378  FAX22-5466
　水道メーターの検針、水道の閉栓・開栓、
　上下水道料金の請求・徴収

■水道課☎22-5377  FAX24-2985　
■下水道課☎22-1801  FAX22-1803

第10号

平成27年度決算と実施事業の概要
　市では、市民の皆さんからの水道料金と下水道使用料などを財源に、快適な生活を支えるライフ
ラインの安定的な確保に不可欠な事業を実施し、効率的な財政運営を図っています。
　今後も、安全・安心で良質な水道水の供給と効率的な生活排水処理体制の確立、そして環境にや
さしい水質保全に向けた適切な事業選択を行い、市民サービスの一層の向上に努めます。

給水戸数約３万３千戸、給水人口約８万４千人で、普及率はほぼ100％です。

水洗化済戸数約３万戸、人口約７万８千人で、水洗化率は92.6％です。

水道事業会計

下水道事業会計

主な実施事業

主な実施事業

財源と使い道

財源と使い道

土野谷・中央簡易水道統合事業
○寺坂浄水場土木・電気計装工事
　事業費　66,593千円
○送水管布設工事（第２工区）
　事業費　13,157千円

○竹貫汚水調整池改修工事
　事業費〔H27年度分〕
　48,416千円

効率経営のため、水石浄水場
を寺坂浄水場に統合

下水処理施設の統廃合事業
で、竹貫浄化センターを竹貫
汚水調整池（ポンプ場）に改修

寺坂浄水場

竹貫汚水調整池

単位：億円（税込み）　※減価償却費等9.4億円は除く
（注１）現金の支出を伴わない費用（減価償却費等）で企業内部に留保す
る資金。翌年度以降の借入金返済等に使用

（注２）水をきれいにし、家庭に届けるための費用
（注３）水道管整備等のために借りたお金の返済および利息

単位：億円（税込み）　※減価償却費等19.2億円は除く
（注４）汚水を集めて浄化するための費用
（注５）下水道の整備、処理場の改築等のための費用
（注６）下水道整備等のために借りたお金の返済および利息

財
源

財
源

使
い
道

使
い
道
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補助金
6.6

その他 0.7 繰越金 1.9

繰越金 4.0

営業費用等
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　水道事業と下水道事業は、多くの施設や設備で運営されています。これらの施設は、普段あまり
気に掛けないものですが、皆さんのライフラインを担う大変重要な施設・設備です。各地域の施設
を、水の流れに沿って紹介します。

岩中浄水場

十戸浄水場

わが地域の上下水道施設の紹介

水
道
施
設（
日
高
・
上
水
道
区
域
）

下
水
道
施
設（
豊
岡
・
№
１
）

豊岡市浄化センター
前川に放流

田鶴野浄化センター
下鶴井川樋門下流に放流

三江東部浄化センター
農業用水路⇒鎌谷川に放流

八代配水池（92㎥） 中、猪爪、八代

船町、山本、森、金剛寺、野上、
口鶴井、下鶴井、赤石

法花寺、祥雲寺、栄町

（統廃合整備中）

国分寺配水池（1,200㎥）
松岡、土居、府市場、府中新、堀、
野々庄、池上、西芝、上石、虹の街、
国府テラス、竹貫、藤井、奈佐路、谷

岩中配水池（3,000㎥）
上郷、江原、宵田、岩中、浅倉、赤崎、
東構、久斗の一部、祢布、国分寺、
水上、山本、鶴岡、日高、日置、日吉

久田谷配水池（600㎥） 篠垣、佐田、知見、森山、観音寺、
栗山の一部

西中配水池（620㎥） 栗山の一部、広井、猪子垣、荒川、芝、
野、庄境、十戸

石井配水池（70㎥） 頃垣、石井

田ノ口配水池（60㎥） 田ノ口

久田谷減圧漕（42㎥） 久斗の一部、道場、久田谷、夏栗、伊府

桜通、大磯、京口、新、旭、城上、小尾崎、豊田、三坂、本、
西本、宵田、寺、生田東、御陵、生田西、立野、中、大開東、
大開西、亀山、滋茂、久保、高雄、永楽、円山、花園、西花園、
寿、桜木、小田井、 納屋、上佐野、佐野、九日市上町、
九日市中町、九日市下町、妙楽寺、塩津、弥栄、 鎌田、下宮、
本庄境、中庄境、上庄境、梶原、日撫、宮島、一日市
※その他の行政区は、次回に掲載

水道管の凍結に注意！
　気温が氷点下になると、水道管が凍結しやす
くなります。今年１月の寒波では、多くの家庭
で水道管の凍結・破裂が発生しました。これか
ら本格的に寒くなります。天気予報等に注意し、
凍結防止に努めてください。
■むき出しの水道管に保温材を巻く、蛇口から
水を少しずつ出しっぱなしにしておくなど、
凍結しないよう対策してください。

■凍結してしまったら、蛇口を開けてタオルな
どをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯
を掛けて溶かしてください。

■水道管が破裂してしまったら、豊岡市指定工
事店に修理を依頼してください。

下水道未接続の家庭を訪問しています！
　下水道課では、水洗化促進の一環として、下
水道未接続の家庭、事業所等を年に１度は戸別
訪問し、下水道に接続していただくよう、お願
いしています。下水道に接続することで、地域
の環境衛生の向上、海や河川等の自然環境の保
全という効果が期待できます。
　下水道の役割を理解していただき、住み良い生
活環境の実現のために、早期の接続をお願いし
ます。下水道への接続工事を検討している方は、
豊岡市指定工事店に相談や依頼をしてください。

※豊岡市指定工事店は｢豊岡市くらしの便利帳｣に掲
載しています。
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除
雪
期
間　
12
月
1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

道
路
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
道
路
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
幹
線
道
路
や
通
学
路
な

ど
を
除
雪
路
線
に
定
め
、
積
雪
が

15
㎝
以
上
に
な
る
と
、
早
朝
か
ら

除
雪
を
行
い
ま
す
。
除
雪
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
自
宅
周
辺
等
の
除
雪

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

自
宅
周
辺
の
除
雪
は
、
地
域
や
近

所
の
皆
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
、
交
通

の
妨
げ
に
な
り
危
険
で
す
。
道
路

に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
道
路
交
通
の

妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

す
。
平
成
27
年
度
の
除
雪
費
用

は
約
1
億
6
千
万
円
で
し
た
。

（
例
年
は
2
〜
3
億
円
）

Q　
除
雪
を
行
う
と
き
の
条
件
は
?

A　

市
で
は
、
毎
年
12
月
1
日
か

ら
年
明
け
3
月
31
日
ま
で
を
除

雪
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
積

雪
が
一
定
基
準
以
上
に
な
る
と

作
業
を
開
始
し
、
一
部
の
地
域

を
除
き
、
お
お
む
ね
午
前
8
時

30
分
ま
で
に
作
業
を
終
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

Q　
除
雪
が
遅
れ
る
理
由
は
?

A　

積
雪
事
情
や
路
上
駐
車
な
ど

の
影
響
で
、
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
断
続
的
に
雪

が
降
り
、
再
度
の
除
雪
が
必
要

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Q　
道
路
除
雪
で
家
の
前
に
雪
の

塊
が
…

A　

道
路
交
通
の
確
保
を
最
優
先

に
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
路
上
駐
車
を
し
な
い

　

路
上
駐
車
が
あ
る
場
合
、
車
両

を
傷
付
け
る
危
険
性
が
高
い
た

め
、
そ
の
路
線
の
除
雪
が
で
き
な

く
な
る
ば
か
り
か
、
除
雪
全
体
の

進
行
が
遅
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
路

側
に
置
い
て
い
る
植
木
鉢
や
ご
み

箱
、
看
板
な
ど
は
、
除
雪
で
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
目
印
ポ
ー
ル
等
を
設
置

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
路

上
か
ら
移
動
で
き
な
い
物
に
は
、

積
雪
時
に
も
位
置
が
分
か
る
よ
う

に
目
印（
ポ
ー
ル
や
看
板
な
ど
）を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
側
溝
の
ふ
た
は
元
に
戻
す

　

排
雪
で
側
溝
の
ふ
た
を
外
し
た

後
は
、
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　
除
雪
の
費
用
は
?

A　

市
が
1
日
で
除
雪
す
る
距
離

は
延
べ
約
7
4
0
㎞
で
、
本
市

か
ら
盛
岡
市（
岩
手
県
）ま
で
の

直
線
距
離
に
相
当
し
ま
す
。
こ

れ
ほ
ど
長
大
な
除
雪
路
線
を
市

直
営
と
委
託
業
者
の
除
雪
機
械

約
1
7
5
台
で
カ
バ
ー
し
ま

《
問
合
せ
》
建
設
課
☎
23
–
1
１

　

１
5
ま
た
は
各
振
興
局
地
域
振

興
課
※
除
雪
の
問
合
せ
は
、区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。

《
国
道・県
道
の
除
雪
の
問
合
せ
》

豊
岡
土
木
事
務
所
道
路
第
2
課

☎
26
–
3
7
5
3

早朝からの除雪

除
雪
作
業
Ｑ
＆
Ａ

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
一
般
の
部
、氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

リ
フ
ォ
ー
ム
が
資
源
の
無
駄
に
歯

止
め
す
る   

（
山
根
房
子
）

待
ち
切
れ
ず
待
機
電
力
消
し
ま
く

る 

（
山
野
大
輔
）

手
作
り
の
懐
石
食
べ
て
旅
気
分　

 

（
山
本
佳
世
子
）

残
り
湯
を
運
ぶ
は
夫
洗
濯
機　
　

 

（
山
椒
魚
）

新
憲
法
も
っ
た
い
な
い
を
捨
て
さ

せ
る 

（
吉
岡
幹
雄
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
口
ぐ
せ
を
子

や
孫
に 

（
ぺ
ぽ
っ
ち
）

も
っ
た
い
な
い
出
さ
ず
使
わ
ず
見

失
い 

（
吉
田
誠
一
）

も
っ
た
い
な
お
ば
け
が
出
る
よ
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

（
若
宮
は
る
か
）

も
っ
た
い
な
い
子
供
が
母
の
真
似

を
す
る 

（
ゆ
り
の
）

あ
ふ
れ
る
湯
エ
コ
の
心
が
チ
ク
と

刺
す 

（
渡
辺
勇
三
）

芯
だ
け
を
替
え
て
使
う
ボ
ー
ル
ペ

ン 

（
渡
会
雅
）

　

今
回
で
も
っ
た
い
な

い
川
柳
作
品
紹
介
は
、

最
後
と
な
り
ま
す
。
長

い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
で
機
械
が
残
す
穂
を
拾
う

 

（
の
ん
）

ス
イ
ッ
チ
は
こ
ま
め
に
消
し
て
エ

コ
節
電 

（
武
藤
哲
）

次
の
世
は
生
ま
れ
て
来
る
な
俺
の

事
？ 

（
臨
海
和
笑
）

孫
た
ち
に
物
の
大
事
さ
つ
た
え
よ

う 

（
村
尾
い
つ
子
）

生
か
さ
れ
て
も
っ
た
い
な
い
と
素

手
素
足 

（
村
尾
八
恵
子
）

ど
れ
も
皆
美
人
に
な
ら
ぬ
美
容
器

具 

（
本
木
和
彦
）

命
あ
る
遺
産
を
繋
ぐ
強
い
縄

 

（
盛
重
力
哉
）

愛
情
で
命
吹
き
込
む
再
利
用　
　

 

（
森
下
誠
）

く
ち
ぐ
せ
の
も
っ
た
い
な
い
を
引

き
継
い
だ 

（
森
本
七
重
）

食
べ
残
し
そ
れ
が
一
番
も
っ
た
い

な
い 

（
矢
熊
久
美
子
）

も
っ
た
い
な
い
座
右
の
銘
に
致
し

ま
す 

（
山
縣
敏
夫
）

赤
い
花
買
っ
て
心
は
温
か
い　
　

 

（
山
内
祐
次
）

シ
ニ
ア
に
も
生
き
た
証
し
の
知
恵

袋 

（
明
）

無
造
作
に
使
う
資
源
が
も
っ
た
い

な
い 

（
山
田
仁
美
）

ࣤৡؠ
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第143回サロンコンサート
　ヤビキ“Nandee”アキコさんらによるゴスペル。曲目は、
「Oh Happy Day」「The Christmas Song」　ほか

12/24㊏
12：30～

◆サロンコンサートの出
演者を募集中

優秀映画鑑賞推進事業／プラザ シネマ・シネマ
　文化庁と東京国立近代美術館フィルムセンター提供に
よる、日本映画史に残る名作映画鑑賞会。上映作品は①「酔
いどれ天使｣②｢用心棒｣③｢羅生門｣④｢天国と地獄｣世界中
の映画人と観客を魅了した黒澤明監督の傑作４作を紹介

２/11㊏
①10：30～②13：30～
２/12㊐
③10：30～④13：30～

￥１作品500円、２作品
またはペア券800円

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

ＪＣＤＮ｢踊りに行くぜ‼｣Ⅱ（セカンド）公開稽古
　NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワー
クによる、気鋭ダンサーたちが“ダンス作品”の新作づくりに
取り組み、全国７カ所でツアー公演を行うプロジェクト｢踊り
に行くぜ‼」セカンド。KIACで滞在制作する３人のダンサーの
３作品の稽古を一挙公開
①山下残「左京区民族舞踊」　②岩渕貞太「DISCO」
③黒田育世「THE RELIGION OF BIRDS」

12/21㊌
①山下残
　17：00～
②岩渕貞太
　18：15～
③黒田育世
　19：30～

申①代表者氏名②人数③連絡先
を連絡
◆一時保育＝12/14㊌までに電
話（対象：満１歳６カ月～就学前）
※①～③いずれか１つでも鑑賞
可

催
し

講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
「
源
氏
物
語
絵
巻
の
復
元
」

日
12
月
10
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

所
市
立
歴
史
博
物
館「
但
馬
国
府
・

国
分
寺
館
」￥
1
0
0
円
内
源
氏

物
語
絵
巻
の
復
元
に
当
た
り
、そ

の
手
法
、裏
話
な
ど
を
語
る　

講

師
：
日
本
画
家
･
岡
田
元
史
さ
ん

申
12
月
9
日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話

問
市
立
歴
史
博
物
館「
但
馬
国
府

･
国
分
寺
館
」☎
42
–
6
1
1
1

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
12
月
25
日
㊐
午
後
1
時
45
分
〜

4
時
15
分
所
県
立
大
学
豊
岡
ジ

オ
・コウ
ノ
ト
リ
キ
ャンパス（
祥
雲
寺
）

内
研
究
科
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、入
試

の
説
明
▽
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見

学
▽
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研

究
紹
介
▽
個
別
相
談
&
在
学
生
と

の
交
流
な
ど
申
問
に
連
絡
問
県
立

大
学
豊
岡
ジ
オ・コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ

ン
パ
ス
学
務
課
☎
34
–
6
0
7
9

市の最新情報をスマホでチェック
～マチイロ配信スタート～

※プラットフォーム開発元の㈱ホープの基準で広告
が掲載されますが、豊岡市とは関係ありません。

アップストア、グーグルプレイ
で｢マチイロ｣を検索
し、アプリをダウン
ロード

利用料無料
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に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え
お

あ
い
う
え
お
茶
会

日
12
月
11
日
㊐
午
後
6
時
〜
9
時

所
あ
い
う
え
お
事
務
所（
昭
和
町
）

内
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
持
1
品

も
し
く
は
飲
み
物

や
さ
し
い
日
本
語
セ
ミ
ナ
ー

日
12
月
16
日
㊎
午
後
2
時
〜
5
時

所
市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室
内
講

師　

多
文
化
共
生
リ
ソ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
東
海
代
表
理
事
･
土
井
佳
彦

さ
ん
申
12
月
9
日
㊎
ま
で
に
問
に

電
話【
共
通
事
項
】日
に
ほ
ん
ご
豊

岡
あ
い
う
え
お
☎
20
–
4
0
3
7

真
嶋
信
子
し
し
ゅ
う
展

日
〜
12
月
12
日
㊊
所
全
但
バ
ス
但

馬
ド
ー
ム
セ
ン
タ
ー
棟
ギ
ャ
ラ
リ

ー
内
玄
関
マ
ッ
ト
、
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
な
ど
の
作
品
展
問
県
立
但
馬
ド

ー
ム
☎
45
–
1
9
0
0

楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
!!

日
①
12
月
20
日
㊋
②
26
日
㊊
い
ず

れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
対
①

3
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
②
5
・
6
歳
の
子
ど
も
定
①
9

組
②
9
人【
共
通
事
項
】所
豊
岡
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
理
室（
三
坂
町
）￥
参

加
費
5
0
0
円
持
エ
プ
ロ
ン
･
三

角
巾
･
手
拭
き
タ
オ
ル
申
12
月
2

日
㊎
〜
16
日
㊎
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
に
問
に
電
話
問
チ
ャ
イ
ル
ド

ハ
ウ
ス
保
育
園
☎
29
–
3
9
0
0

フ
ェ
ス
タ
は
ば
た
け
７
th

日
12
月
11
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と

ス
テ
ー
ジ
内
小
坂
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
▽
フ
ラ
ダ
ン
ス
▽
和
太
鼓
演
奏

▽
落
語「
桂
團
治
郎
」▽
ア
ー
ト
展

▽
カ
フ
ェ
な
ど
問
は
ば
た
け
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
☎
24
–
3
6
6
0

こ
ど
も
の
ア
ト
リ
エ「
ば
ら
園
」

 

展
覧
会

日
12
月
25
日
㊐
〜
27
日
㊋
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
最
終
日

午
後
3
時
）所
但
馬
文
教
府
内
作

品
展
示
問
こ
ど
も
の
ア
ト
リ
エ

ば
ら
園
園
長
・
前
田
マ
ス
江
☎

0
1
2
0
–
9
7
7
–
1
8
5

（
保
田
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
12
月
11
日
㊐
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
2
時
30
分
所
市
民
会
館
4
階

フ
ロ
ア
内
ゲ
ー
ム
、ク
ラ
フ
ト
作
り
、

喫
茶
、
軽
食
、
手
作
り
ク
ッ
キ
ー

･
ケ
ー
キ
等
販
売
ほ
か
他
平
成
29

年
度
ス
カ
ウ
ト
を
募
集
中
問
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
61
団
･
中

川
信
子
さ
ん
☎
23
–
2
8
2
2

募
集

屋
根
の
雪
下
ろ
し

対
応
可
能
事
業
者

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
重
度
の
障
害
者
な
ど
、
自
力

で
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方

が
、
積
雪
時
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し

を
業
者
に
依
頼
し
や
す
い
よ
う
、

雪
下
ろ
し
の
で
き
る
業
者
を
把
握

し
、
市
民
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
に
対
応
で
き
る
業
者

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
年
介
護
課
☎
29
–
0
0
5
5

そ
ば
打
ち
･
餅
つ
き
体
験
会

日
12
月
11
日
㊐
午
前
9
時
〜
午
後

2
時
所
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
多

目
的
工
房
内
そ
ば
打
ち
･
餅
つ
き

を
体
験
し
て
、で
き
た
て
の
そ
ば
と

餅
を
親
子
で
食
べ
る
対
親
子
定
30

人
申
氏
名
、年
齢
、住
所
、
電
話
番

号
を
問
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル
問
北
但
行
政
事
務
組
合
☎
21

–
9
1
1
0
Ｆ
21
–
9
1
0
2
Ｍ

hokutan@
gaea.ocn.jp

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
42
回
出
会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト

『2016

恋
の
ラ
ス
チ
ャ
ン
♥
〜

ボ
ク
は
キ
ミ
に
恋
を
す
る
』

日
12
月
10
日
㊏
午
後
6
時
〜
9
時

◆
集
合
＝
男
性
：
午
後
4
時
15

分
、
女
性
：
午
後
5
時
45
分
所

c

カ
フ
ェ

afe A

ア
ジ
ュ
ー
ル

ZU
R

（
九
日
市
上
町
）内

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
対
20
〜

40
歳
の
独
身
男
女
※
男
性
は
本
市

在
住
ま
た
は
在
勤
定
男
女
各
12
人

￥
男
性
：
4
千
円
、
女
性
：
2
千

　都市計画道路変更案を縦覧に
供します。
　意見のある方は、意見書を提
出することができます。
■縦覧および意見書提出期間　
12月８日㊍～22日㊍午前９時～
午後５時（㊏㊐㊗を除く）
■変更する臨港地区
津居山港、竹野港
■縦覧場所
都市整備課、城崎振興局地域振
興課、竹野振興局地域振興課
■意見書提出方法
都市整備課（本庁舎５階、〒
668-8666、中央町２-４）に郵送
または持参
問都市整備課☎23-1712

都市計画臨港地区変更にかかる
都市計画案を縦覧
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円
持
5
0
0
円
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
本
人
確
認
書
申
12
月
5
日
㊊

ま
で
に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、

携
帯
電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月

日
を
問
に
連
絡

男
性
限
定
恋
愛
力
Ｕ
Ｐ
講
座「
ラ

ブlesson

1
・
2
・
3
♪
」

日
12
月
10
日
㊏
午
後
4
時
15
分
〜

内
恋
の
お
言
葉
特
集
☆
恋
を
ハ
ジ

メ
ル
お
言
葉
術
対
本
市
在
住
ま
た

は
在
勤
の
50
歳
ま
で
の
独
身
男
性

他
12
月
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
い

方
も
受
講
可
申
12
月
5
日
㊊
ま
で

に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、
携

帯
電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月
日

を
問
に
連
絡【
共
通
事
項
】問
豊
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
23
–
2
5
7
3
Ｍheart-p@

toyooka-w
el.jp

Ｈ
あ
り

県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校

 

幼
稚
部
入
学
幼
児

対
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
3
〜
5
歳

の
幼
児（
平
成
29
年
4
月
1
日
現

在
）定
若
干
名
申
平
成
29
年
1
月

10
日
㊋
〜
20
日
㊎
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出
他
入
学
選
考
会
は
平
成

29
年
2
月
1
日
㊌
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
▽
出
願
を
希
望
す
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
問
い
合
わ
せ
問
県
立

豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校
教
育
相

談
係
☎
22
–
2
1
1
4

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

789

7 89

秋
の
叙
勲

■
旭
日
小
綬
章

▽
小
林
喜
文（
泉
町
）

■
旭
日
双
光
章

▽
川
口　

匡た
だ
す（
竹
野
町
竹
野
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
川
崎
皓
一（
三
坂
町
）

▽
島
﨑
邦
雄（
田
結
）

第
47
回
兵
庫
県
連
合
自
治
会

大
会

■
兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

▽
坂
井
榮し
げ

實み（
塩
津
）

▽
米
田
英
昭（
三
坂
）

▽
丸
岡
良
平（
西
本
）

▽
中
嶋
洋
二
郎（
生
田
西
）

▽
瀧
山
眞
良（
正
法
寺
）

▽
山
根　

稔（
元
薬
師
）

▽
尾
崎
圭
一（
南
中
）

▽
田
中
英
裕（
上
山
）

▽
乳
原
正
廣（
下
村
）

▽
杉
本　

章（
小
城
）

▽
岡
田
孝
男（
東
大
谷
）

▽
山
本
邦
雄（
芦
谷
）

▽
福
井
與
司
光（
奥
須
井
）

▽
米
田
静
雄（
虹
の
街
）

▽
松
本
治
一
郎（
日
高
）

▽
田
中　

均（
芝
）

▽
野
村
憲
治（
日
向
）

※（　

）は
行
政
区

豊
岡
市
感
謝
状

 

（
自
治
の
振
興
に
貢
献
）

▽
佐
野
守
男（
妙
楽
寺
）

▽
西
村
充
春（
下
陰
）

▽
鞍
留
眞
司（
新
堂
）

▽
太
田
吉
男（
二
連
原
）

▽
木
瀬
堯た
か

后み（
小
丸
）

※（　

）は
行
政
区

第
49
回
兵
庫
県
青
少
年
補
導

委
員
大
会

■
県
知
事
感
謝

▽
岡　

為
之（
九
日
市
下
町
）

▽
瀧
本
勝
代（
桜
町
）

▽
霜
澤
香
里（
庄
境
）

▽
森
本　

勉（
梶
原
）

▽
大
西
伸
弥（
城
崎
町
桃
島
）

▽
岸
田
政
則（
城
崎
町
湯
島
）

▽
芹
澤
正
志（
城
崎
町
桃
島
）

▽
原　

良
式（
城
崎
町
湯
島
）

▽
大
森
健
司（
出
石
町
松
枝
）

▽
中
川
義
明（
出
石
町
町
分
）

▽
増
田
達
哉（
出
石
町
小
人
）

■
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合
会
会

長
感
謝

▽
今
井
康
彦（
城
南
町
）

▽
高
橋
清
治（
高
屋
）

▽
小
畑
美
八
子（
下
宮
）

全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　 

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

■
優
秀
賞（
個
人
部
門
）

▽
中
谷
邦
子（
但
東
町
相
田
）

ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ペ・ひ
ょ
う
ご

■
最
優
秀
賞（
ハ
ン
ギ
ン
グ
部
門
）

■
優
秀
賞（
写
真
部
門
）

▽
中
谷
邦
子（
但
東
町
相
田
）

第
71
回
国
民
体
育
大
会（
岩
手
）

■
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

少
年
74
㎏
級　

準
優
勝

▽
伊
藤
朱
里（
網
野
高
校
2
年
、

豊
岡
南
中
学
校
出
身
）

第
40
回
兵
庫
県
小
学
生
陸
上

競
技
大
会

■
ト
ラ
ッ
ク
男
子
６
年

　

1
5
0
0
ｍ　

優
勝

▽
岡
田
颯り
ゅ
う

星せ
い（
清
滝
小
学
校
6
年
）

サ
マ
ー
ゴ
ル
フ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　 

　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク

■
優
勝

▽
黒
田
裕
稀（
八
条
小
学
校
6
年
）

　

11
月
3
〜
5
日
に
タ
イ
で
行
わ

れ
る
タ
イ
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選

手
権
に
出
場
し
ま
す
。
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離
職
者
等
再
就
職
訓
練
受
講
者

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

◆
訓
練
期
間
＝
平
成
29
年
1
月
18

日
㊌
〜
3
月
17
日
㊎
の
平
日
午
前

9
時
〜
午
後
3
時
40
分
◆
選
考
日

＝
平
成
29
年
1
月
5
日
㊍
所
日
高

職
業
訓
練
協
会（
日
高
町
日
置
）内

ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

（Excel,W
ord,Pow

erPoint

）の

基
本
知
識
･
操
作
、
実
務
会
計
処

理
基
本
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
習
得
ほ
か
定
16
人
￥
テ
キ
ス
ト

代（
1
万
8
0
0
円
）申
12
月
22
日

㊍
ま
で
に
問
に
連
絡

介
護
職
員
初
任
者
コ
ー
ス

◆
訓
練
期
間
＝
平
成
29
年
1
月

19
日
㊍
〜
3
月
17
日
㊎
の
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
10
分
◆

選
考
日
＝
平
成
29
年
1
月
11
日

㊌
所
大
岡
学
園
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校（
戸
牧
）内
介
護
職
員
初
任

者
研
修
修
了
に
向
け
た
知
識
と
技

術
の
習
得
・
就
職
対
策
ほ
か
定
20

人
￥
テ
キ
ス
ト
代（
5
0
8
4
円
）

申
12
月
26
日
㊊
ま
で
に
問
に
連
絡

【
共
通
事
項
】対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
み
を
し
て
い
て
、
公
共

職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
･
受

講
推
薦
･
支
援
指
示
の
あ
る
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23
–

3
1
0
1

平
成
29
年
4
月
入
校

障
害
者
向
け
職
業
訓
練
生

◆
募
集
科
目
＝
①
も
の
づ
く
り
科

▽
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
▽
情
報
サ
ー

ビ
ス
科
②
総
合
実
務
科（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
の
み
実
施
）対
①

身
体
等
に
障
害
の
あ
る
求
職
者
②

知
的
障
害
が
あ
る
方（
通
校
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
）定
①
各
科
10

人
②
15
人
◆
募
集
期
間
＝
12
月
13

日
㊋
〜
平
成
29
年
1
月
17
日
㊋
◆

選
考
日
＝
平
成
29
年
1
月
26
日
㊍

◆
選
考
方
法
＝
学
力
試
験
、
面
接
、

身
体
検
査
書
、作
業
機
能
検
査（
①

の
み
）、
体
験
入
校
時
の
予
備
検

査
結
果（
②
の
み
）申
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
必
ず
相
談
し
て
下
さ
い
問
県

立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院
☎

0
7
8
–
9
2
7
–
3
2
3
0
Ｈ

あ
り

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
視
能
訓
練

士
・
1
人
対
視
能
訓
練
士
免
許
を

有
す
る
30
歳
以
下（
平
成
29
年
4

月
1
日
時
点
）の
方
※
見
込
み
可

◆
試
験
日
＝
12
月
11
日
㊐
◆
採
用

予
定
日
＝
平
成
29
年
4
月
1
日
申

12
月
7
日
㊌
ま
で
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合

統
轄
管
理
事
務
所
人
事
課
☎
22
–

6
1
1
1

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ「
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
」児
童

所
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン（
戸
牧
）対
幼

稚
園（
4
、
5
歳
児
）〜
小
学
6
年

生
◆
開
園
時
間
＝
通
常
月
：
下
校

時
〜
午
後
7
時
▽
学
校
休
暇
日
・

代
休
日
：
午
前
8
時
〜
午
後
7
時

◆
休
園
日
＝
㊐
、
㊗
、
お
盆
、
年

末
年
始
申
随
時
必
要
書
類
を
問
に

提
出
他
長
期
休
暇
利
用
同
時
受

付
問
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
☎
24
–

4
8
0
1

助
成
金
交
付
希
望
団
体

対
平
成
29
年
4
月
〜
30
年
3
月
に

但
馬
地
域
で
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
産
業
活
性
化
の
活
動

に
取
り
組
む
団
体
申
平
成
29
年
1

月
31
日
㊋
ま
で
に
必
要
書
類
を
問

に
提
出
問
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基

金
事
務
局
☎
23
–
1
2
0
0

自
衛
官
候
補
生

対
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性
申

随
時
◆
試
験
日
＝
12
月
10
日
㊏
〜

13
日
㊋
の
う
ち
い
ず
れ
か
1
日
問

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
豊
岡

出
張
所
☎
22
–
3
9
7
8

「
た
じ
ま
作
品
集
」作
品

日
〜
12
月
22
日
㊍
対
原
則
但
馬
在

住
者
お
よ
び
但
馬
の
グ
ル
ー
プ

に
所
属（
小
･
中
学
生
、
高
校
生

は
除
く
）内
平
成
28
年
中
の
作
品

（
短
歌
・
俳
句
・
冠
句
・
川
柳
・

詩
）1
人
に
つ
き
10
首
ま
た
は
10

句（
詩
は
用
紙
1
枚
以
内
）※
規

定
の
応
募
用
紙
を
使
用（
但
馬
文

教
府
、
地
区
各
公
民
館
ほ
か
）￥

1
5
0
0
円
申
￥
と
原
稿
を
問
へ

提
出
問
但
馬
文
学
の
つ
ど
い
事
務

局
☎
22
–
4
4
0
7

市交際費を公開します
（平成28年４～９月）
区分 金額（円）

御祝（祝金） 151,000
御祝（清酒等） 71,466
御供（香典等） 100,000
御供（供花） 102,600
見舞金 300,000
会費･負担金 195,800
贈答品 29,520
協賛 35,670
市政PRグッズ 171,427
合計額 1,157,483
※詳細は、秘書広報課で閲
覧できます。市ホームペ
ージにも掲載しています。

問秘書広報課☎23-1114

広報とよおか 2016（平成28）年12月号　 18



い
る
方（
平
成
28
年
12
月
5
日
㊊

入
居
開
始
）

楓
の
杜
職
員

◆
募
集
職
種
＝
①
介
護
職
員
・
5

人
②
看
護
職
員
・
2
人
③
調
理
員
・

2
人
対
①
不
問
②
正
看
護
師
も
し

く
は
准
看
護
師
資
格
保
有
者
③
不

問
◆
選
考
方
法
＝
面
接・筆
記
試
験

を
随
時【
共
通
事
項
】所
ケ
ア
ハ
ウ

ス
楓
の
杜（
竹
野
町
林
）申
問
に
連

絡
問
楓
の
杜
☎
48
–
0
　1 

0
　1

講
習
・
教
室

但
馬
地
区
精
神
障
害
者
家
族
教
室

日
12
月
5
日
㊊
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
対
心
の
病
で
お
困
り
の

家
族
所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
2
会
議
室
内
講
演「
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
に
!
」講
師
：
西
宮
市
社
会
福

祉
協
議
会
・
玉
木
幸
則
さ
ん
▽
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ほ
か
申
11
月
28
日

㊊
ま
で
に
問
に
電
話
問
ざ
く
ろ
家

族
会
☎
24
–
8
3
8
2
ま
た
は
豊

岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

☎
26
–
3
6
7
2

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

日
12
月
10
日
㊏
午
前
9
時
〜
正
午

所
日
高
文
化
体
育
館
内
ミ
ニ
門
松

づ
く
り
￥
千
円（
材
料
費
込
み
）定

20
人
持
は
さ
み
ま
た
は
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
、
持
ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー
ル

袋
申
12
月
5
日
㊊
ま
で
に
問
に

連
絡
問
竹
内
さ
ん
☎
0
9
0
–

4
5
6
6
–
3
5
5
9

創
業（
経
営
）支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
12
月
4
、
11
日
㊐
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
所
豊
岡
市
商
工
会（
日

高
町
日
置
）内
独
立
･
開
業
を
考

え
て
い
る
方
、
自
社
経
営
を
一
か

ら
見
直
し
た
い
方
向
け
セ
ミ
ナ
ー

講
師
：
中
小
企
業
診
断
士
安
田
勝

也
さ
ん
・
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

定
15
人
￥
千
円（
テ
キ
ス
ト
･
お

茶
代
）申
問
豊
岡
市
商
工
会
☎
42

–
4
7
5
1

相
談

こ
こ
ろ
の
相
談

日
12
月
16
日
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
※
1
人
1
時
間
程
度
所
立
野

庁
舎
内「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」

「
対
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」な
ど
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
市
の
臨
床
心
理

士
や
保
健
師
に
相
談
※
申
込
み
必

要
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
対
本
人

や
家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進
課
☎

24
–
1
1
2
7

初競りには多数の見物人も

（表紙写真）
津居山かに初競り
　ズワイガニ漁が解禁され
た11月６日、津居山港の競
り場で初競りが行われ、競
り人らの威勢のいい声が響
きました。
　津居山港で水揚げされた
ズワイガニの雄は「津居山か
に｣と呼ばれ、国内随一の質
と味を誇り、青色タグがそ
の証です。
　漁期は、雄が来年の３月
20日、雌（セコガニ）が今年
の12月末までです。

こ
く
ふ
こ
ど
も
園
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
保
育
教
諭

（
正
・
準
職
員
）･
若
干
名
対
保
育

士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有

す
る
方
※
見
込
み
可
◆
試
験
日
＝

後
日
連
絡
◆
採
用
予
定
日
＝
平
成

29
年
4
月
1
日
申
12
月
22
日
㊍
ま

で
に
必
要
書
類
を
問
に
提
出
問
こ

く
ふ
こ
ど
も
園
☎
42
–
1
7
1
7

ケ
ア
ハ
ウ
ス
楓
の
杜
入
居
者
･

職
員

ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
者

対
60
歳
以
上
の
独
居
生
活
に
不
安

が
あ
る
方
、
介
護
認
定
を
受
け
て

第68回人権週間（12月４～10日）
｢みんなで築こう人権の世紀～考えよう　相
手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め
合う心～｣
　豊岡人権擁護委員協議会･豊岡市地区委
員会では、人権相談を無料で行っています。
※秘密厳守
問神戸地方法務局豊岡支局
☎23-0417または生涯学習課
☎23-0341

公共施設再編計画を策定しました
　施設の建替えなどに伴う多額の財政負担を軽
減させ、施設保有量の最適化のための計画です。
　市民説明会やパブリックコメントを実施し、
皆さんからいただいた意見等を参考にして策定
したものです。市ホームページに掲載。下記閲
覧場所にも置いています。
閲覧場所　本庁財政課、各振興局地域振興課、
　　　　　図書館本館・各分館、各地区公民館
問財政課☎24-9014
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こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

日
平
成
29
年
1
月
12
日
㊍
午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分
※
1
人
45
分

程
度
所
立
野
庁
舎
内
心
の
悩
み
や

認
知
症
の
相
談
※
申
込
み
必
要
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
◆
相
談
＝
精

神
科
医
師
・
高
石
俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
対
本

人
や
家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進
課

☎
24
–
1
1
2
7

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
12
月
17
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9
–
6
6
2
–
6
5
6
9

消
費
生
活
休
日
無
料
相
談
会

日
12
月
11
日
㊐
午
前
10
時
〜
正

午
所
但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
豊
岡
総
合
庁
舎
内
）内
借
金
･

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
消
費
生
活
の
相
談（
☎
23
–

0
9
9
9
）申
問
但
馬
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
☎
23
–
1
4
9
0

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
12
月
17
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制（
2
日
前
の
午
後
5
時

ま
で
）所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
A
内

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・
消
費

者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談
申
問

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部
☎

23
–
8
0
1
1そ

の
他

児
童
扶
養
手
当
を
振
込
み
ま
す

内
8
〜
11
月
分
手
当
◆
振
込
み
日

＝
12
月
15
日
㊍
問
社
会
福
祉
課
☎

24
–
7
0
3
1

植
村
直
己
冒
険
館
臨
時
休
館

　

館
内
収
蔵
品
を
有
害
害
虫
か
ら

保
護
す
る
た
め
の
燻く
ん

蒸じ
ょ
う（

消
毒
）作

業
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
臨
時
休

館
し
ま
す
。
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
◆
臨
時
休
館
日

＝
12
月
6
日
㊋
、
8
日
㊍
、
9
日

㊎（
7
日
㊌
は
休
館
日
）※
12
月
10

日
㊏
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
問
植

村
直
己
冒
険
館
☎
44
–
1
5
1
5

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
?
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
て
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し

て
い
ま
す
。
自
身
が
林
退
共
に
加

入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
は

調
べ
ま
す
。
ま
た
、
罹り

災さ
い

し
た
共

済
契
約
者
お
よ
び
被
共
済
者
に
対

し
、
各
種
手
続（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。
問
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
–
6
7
3
1
–
2
8
8
7

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
追
加

　

10
月
1
日
か
ら
、前
田
ク
リ
ニック

（
日
高
町
東
芝
2
5
0
☎
43
–
1 

1
0
0
）が
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
協
力
医
療
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

問
健
康
増
進
課
☎
24
–
1
1
2
7

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
。
緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合

な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時

間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の
負

担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受

付
☎
22
–
6
1
1
1

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0
–
9
7
9
–
4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

–
3
9
3
–
1
8
0
3

月日 担当医師・
住所

12
月

11日 赤松　亮
（九日市下町）

18日 中沢　洋
（出石町本町）

※診療時間は、午前９時
～午後５時

12月のテーマ
曜日 内　　容
月 冬に流行る乳幼児の嘔吐下

痢症
火 お酒との上手な付き合い方
水 おりもの（帯下）について
木 血尿が出たら

金～日 食べる時にムセる人の訓練法
※23日㊎は木曜日のテーマを放送【年末
年始】12月28日㊌～平成29年１月５日㊍

 12月の納税
①固定資産税　第３期
②国民健康保険税（普通徴収）　第６期

納期限　12月26日（月）
納税は便利な口座振替を利用してくだ
さい。
問税務課☎23-1118または各振興局市

民福祉課
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12月29日（木）・30日（金）
〔城崎地域は25日（日）～30日（金）〕

　消防団では、火災などの災害予防と防火意識
の徹底を図るため、特別警戒を実施します。
　年末の慌ただしさから、ついおろそかになり
がちな火の始末に十分注意してく
ださい。
《問合せ》防災課☎23-1111または
　各振興局地域振興課

　新しい年を迎え、市民の皆さんが新年のあいさ
つを交わすための「賀詞交換会」を開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。
◇日時　平成29年１月４日（水）
　　　　午前11時～
◇場所　本庁舎　２階　大会議室
《問合せ》秘書広報課☎23-1114

消防団年末特別警戒！ 豊岡市賀詞交換会のご案内

年末年始の市の関連業務
月日

施設･業務等
28

（水）
29

（木）
30

（金）
31
（土）

１/１
（日・祝）

２
（月）

３
（火）

４
（水） 問合せ

一 般 業 務 ○ × ○ 本庁・各振興局
各課

戸籍・住民票・
印 鑑 証 明
書 な ど

○

×
・戸籍（出生・死亡・婚姻・離婚など）の届出のみ受付
・住民票の写しや印鑑登録証明書などは、開庁日の執務時
間内に電話で予約した場合に限り交付します。

 〔本庁・各地域庁舎の宿直室〕

○
市民課
☎21-9015

各振興局市民福祉課

図 書 館 × 図書館本館☎23-6151
各分館

市 役 所
北 駐 車 場 ○ 総務課

☎23-1116
出 石 庁 舎
南 側 駐 車 場 ○ ○

（無料） ○ 出石振興局
地域振興課
☎52-3111西の丸駐車場 ○ ○

（無料） ○鉄砲町駐車場
ごみ受入業務 ○ × ○ クリーンパーク北但

☎21-9110
し 尿 処 理 ○ × ○ 生活環境課

☎23-5304火 葬 業 務 ○ × ○
豊 岡 病 院 ○ × ○ 豊岡病院

☎22-6111
日 高 医 療
セ ン タ ー ○ ×

（人工透析業務は通常どおり） ○ 日高医療センター
☎42-1611

出 石 医 療
セ ン タ ー ○ ×

（緊急の場合は受診可） ○ 出石医療センター
☎52-2555

休 日 急 病
診 療 所 × ○ × 休日急病診療所

☎23-9219
森 本 診 療 所
神 鍋 診 療 所
資 母 診 療 所
高 橋 診 療 所

○ × ○
森本診療所☎48-0001
神鍋診療所☎45-0003
資母診療所☎56-0303
高橋診療所☎55-0036

※○は通常業務、×は業務を行いません。
※し尿汲取りを、年内に希望する場合は、12月16日（金）までに直接業者に申し込んでください。
※火葬業務は、１月１・２日は市役所本庁舎、各地域の庁舎で予約受付のみ行います。
※上記以外の公共施設（ホール・博物館・美術館など）は、市ホームページをご覧いただくか、各施設に問い合わせ
てください。
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母と子の健康

1
４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を

　確認してください。　　
地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

６
金 13：00～14：00

平成28年８月16日
 ～９月６日生

20 平成28年９月
 ７～20日生

日高 11 水 13：00～13：30 平成28年８月８日 ～９月11日生
出石
但東 17 火 13：00～13：15 平成28年８月21日 ～９月17日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

16
月 13：00～14：00

平成28年５月13日
 ～６月６日生

30 平成28年６月
 ７～23日生

日高 11 水 13：15～13：45 平成28年５月８日 ～６月11日生
出石
但東 17 火 13：15～13：30 平成28年５月21日 ～６月17日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健

康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳

食の試食、相談・歯科相談・ブックス
タート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

24 火 13：00～14：00 平成27年６月21日 ～７月９日生

日高 18 水 12：45～13：15 平成27年５･６月生
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ

オル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児

相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

10
火 13：00～13：40

平成25年９月26日
 ～10月14日生

31 平成25年10月
 15～31日生

出石
但東 11 水 13：00～13：30 平成25年９・10月生

◇持ち物　母子手帳・バスタオル・視聴覚アンケート・
尿・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・
育児相談・歯科相談・幼児食試食、栄養
相談など

月の保健行事

保健師　定期駐在日
ご案内

（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に健
康増進課に連絡し
てください。

健康
増進課
☎24-1127

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 ６、20 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付、保健師・栄養士・歯科衛
生士の相談、妊婦健診助成の手続きなど

◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 19 木 13：00～13：15 平成27年12月生
幼児食の話・試食・歯みがきの話・
栄養相談（希望者）・歯科相談（希
望者）※計測は実施しません。

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント制度対象事業　100ポイント

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。な
お、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課まで連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

26 木 13：00～13：30 平成26年９月７日 ～10月12日生 身体計測・歯科診察・フッ素塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など出石

但東 13 金 13：00～13：15 平成26年９月～12月生
◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康･環境ポイント制度対象事業　100ポイント
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献　　血

健診結果相談会
日 曜日 時間 会　場
11 水 10：00～11：30 立野庁舎　１階　Ａ会議室

毎週火曜日は歩キングデー コーちゃん

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-304-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

会　場 開催日 時間
ウェルストーク
豊岡 ８日（日）10：00～20：00（受付：19：00まで）１時間程度
◇内容　ボディースキャン、体力測定、個別運動指導
◇対象　20歳以上の市民　◇費用　無料
◇申込み　ウェルストーク豊岡 ☎24-0582 ※要予約
◇健康・環境ポイント制度対象事業　100ポイント/回

個別運動相談

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
１日（日・祝）、２日（月）、
３日（火）、８日（日）、９日
（月・祝）、15日（日）、22日
（日）、29日（日）

① 9：30～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

オーちゃん

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡 ６ 金 ９：00～11：30 本庁舎12：45～15：30

城崎 19 木 ９：30～11：30 城崎庁舎
13：30～15：30 城崎健康福祉センター

日高 15 日 ９：30～11：30 日高健康福祉センター13：00～15：00
◇健康・環境ポイント制度対象事業　500ポイント/回

　運動を始めてみたい方を対象に、運動体験教室を
開催します。ストレッチ、筋トレ、歩くなどの簡単
な運動を、実際に体を動かして行います。当日は動
きやすい服装でお越しください。
▼日時　12月２日（金）　受付午前９時30分～
　　　①第一部　午前10時～10時50分
　　　②第二部　午前11時～正午
▼場所　立野庁舎　１階　多目的ホール

　エイズの治療法が進歩し、原因ウイルスである
HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染した多くのHIV
陽性者が、社会で働き、学び、生活しています。
　職場や学校、医療機関などの生活のさまざまな
場所で、エイズに対する差別・偏見の解消を図り、
HIV感染者が社会で安心して生活できるよう、環境
を整えることが一層重要です。
《2015年の全国新規HIV感染者・エイズ患者報告数》

累計報告数は２万５千件超え
エイズは、まだ終わっていません。

HIV感染者
（検査で判明） 1,006件（過去８位）

エイズ患者
（感染に気付かずに発症）   428件（過去８位）

合計 1,434件（過去９位）

▼内容　
①第一部　
　○体の筋肉をほぐすストレッチ
②第二部　
　○足腰を鍛える筋肉トレーニング
　　熊本大学教授　都竹茂樹さん（医師）
　○ヒザに負担のかからない歩き方指導
　　大阪産業大学教授　佐藤真治さん
▼その他　参加費無料・事前申込み不要
　　　　　 《問合せ》健康増進課☎21-9095

　一人一人が、それぞれの立場か
ら「予防、検査、治療、支援、理解」
という具体的行動をとることが求
められています。
　豊岡健康福祉事務所では、エイ
ズに関する相談や検査（HIV抗体検査）を無料匿名で
実施しています。感染を判断できるのは検査だけです。
まずは、検査を受けること、それがスタートラインです。

《申込み・問合せ》豊岡健康福祉事務所健康管理課
　☎26-3660
　メールtoyookahokensho-aids@pref.hyogo.lg.jp

検査日
▽日時　毎月第２・４火曜日　
　　　　午前９時15分～11時15分
▽内容　HIV抗体検査、Ｂ型・Ｃ型肝
　　　　炎ウイルス検査、梅毒検査
▼申込み方法　電話予約かメール予約

12月1日は世界エイズデー　　知っていても、分かっていても　　　　　　　　　

Ａ
エ イ ズ

ＩＤＳ　Ｉ
イ ズ

Ｓ　Ｎ
ノ ッ ト

ＯＴ　Ｏ
オ ー バ ー

ＶＥＲ

レッドリボンは
エイズの理解と
支援の象徴です

֎വݚࠔকǃضƈƯƊª

ホームページ
ＱＲコード
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12月の行事予定12月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

2 金

3 土 10：30 竹野 テーマであそぼ｢まだかなまだかなサンタさん」
（工作：クリスマス・ツリー）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり・（工作：クリスマス飾り）　幼 児

4 日
5 月
6 火 休館日

7 水
10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

8 木 10：30 出石 おはなしを楽しむ会　般

9 金 10：30 本館 としょかん映画会｢カミハテ商店｣（2012年・104分）　般

10 土

10：10 本館 土曜としょかん（工作：クリスマス飾り）　幼 児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：クリスマス飾り）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会｢カミハテ商店｣（2012年・104分）　般

11 日
12 月
13 火 休館日
14 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

15 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

16 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

17 土 10：30 但東 なかよしクリスマス会　児 般

18 日 10：00 城崎 おいしいおはなし★わくわくクッキングX'mas（城崎地区公民館）　児

19 月
20 火 休館日

21 水 ９：30 豊岡 おはなしのゆりかごinなかよし広場（市民プラザほっとステージ）　乳 幼

10：30 城崎 ボランティア研修会（絵本の森）　般

22 木

10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30 日高 おたのしみ会｢わくわくランド｣（日高子育てホール）　幼 児

23 金 休館日

24 土 10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

25 日 14：00 出石 出石としょかん・くらぶ　児

26 月 13：30 竹野 冬休みおたのしみ会（竹野地区公民館）　幼 児

27 火 休館日
28 水 休館日（図書整理日）
29 木 休館日
30 金 休館日
31 土 休館日（～１月４日まで）

図書館へ行こう！
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

城崎
○おいしいおはなし★わくわく
クッキングX'mas
日時　18日（日）午前10時～正午
場所　城崎地区公民館
内容　読み聞かせ、クリスマス

のお菓子つくり・工作
対象　小学生以上　定員20人
参加費　300円（材料費）
申込み　12月１日（木）受付開始
《問合せ》城崎分館☎21-9072

　

○冬休みおたのしみ会
日時　26日（月）午後１時30分～
場所　竹野地区公民館　多目的

ホール
内容　人形劇、てぶくろダンス、

読み聞かせなど
対象　主に小学生（小学校低学

年以下保護者同伴）
《問合せ》竹野分館☎21-9078

○おたのしみ会｢わくわくランド｣
日時　22日（木）午後１時30分～

３時30分
場所　日高庁舎３階　子育てホ

ール
内容　読み聞かせ、歌、工作「リ

ース作り｣など
対象　主に小学生（幼稚園以下

は保護者同伴）30人
《問合せ》日高分館☎21-9060

○なかよしクリスマス会
日時　17日（土）午前10時30分～
場所　合橋地区公民館
内容　クリスマスの理科実験、

読み聞かせなど　
対象　小学生以上15人
申込み　12月１日（木）受付開始
《問合せ》但東分館☎21-9036

竹野

日高

但東
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物の表示がないものは申込時に確認してください。

つどいの広場/12月
←最新情報は
　こちらから

にこにこ紙芝居の会
日　時 13日（火）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、紙芝居ほか

パパと遊ぼうデー
日　時 24日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族　誰でもＯＫ‼
内　容 クリスマス飾りを作って、家に飾りましょう

みんなで大掃除をしよう
日　時 21日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 １年間使った所をみんなできれいにしましょう！

おたのしみ広場
日　時 21日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子触れ合い遊び、ダンスほか

日　時 ３日･10日・24日（土）午前10時～10時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

おはなし広場　子育て学習室

日　時 16日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦　※母子手帳持参
内　容 保健師のミニ講話、交流遊び、計測、子育て相談

なかよし広場
日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、親子触れ合い遊び、おもちゃ作り　ほか

おでかけ広場　高橋地区公民館

日　時 22日（木）午後１時30分～３時30分
申込開始 14日（水）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 子どもの困った行動は、親が引き出している

12月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

日　時 15日（木）午前10時30分～11時30分
申込期限 14日（水）
対　象 乳幼児と保護者　10組
内　容 お年寄りとの交流遊び

おでかけ広場　城崎健康福祉センター　多機能ホール
日　時 ９日（金）午前10時30分～11時30分
申込期限 ７日（水）
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 親子触れ合い遊び、絵本の読み聞かせ、人形劇ほか

クリスマスお楽しみ会

日　時 14日（水）午後１時30分～３時30分
申込開始 12月１日（木）
対　象 子育て中の保護者　15人（一時保育15人）
内　容 小物入れorポーチ作り
材料費 600円
講　師 ぐるーぷＭＯＫＯの皆さん
持ち物 はさみ、糸　等

お母さんの手作り講座Ⅱ　豊岡市民プラザ　練習室

日　時 ９日（金）午前10時30分～11時30分
申込期限 ８日（木）
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせとわらべうた、お話
講　師 図書館城崎分館職員

心を育む絵本とわらべうた　城崎庁舎１階　集会室

日　時 13日（火）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 サンタクロースとダンス、ゲーム遊び
持ち物 お茶、ケーキ用スプーン
参加費 １人200円

楽しいクリスマス

にこにこひろば
日　時 14日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子触れ合い遊び、絵本の読み聞かせ、紙芝居ほか

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

なかよし広場
日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね２歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士によるミニ講話、親子交流、触れ合い遊び、子育て相談、計測ほか

おでかけ広場　八代地区公民館
日　時 ８日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 クリスマスリース制作、触れ合い遊び　ほか

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

日　時 ７日（水）午前10時30分～11時30分
申込期限 ２日（金）
対　象 乳幼児と保護者　10組
内　容 絵本の読み聞かせ（親子向け）、絵本についての話（保護者向け）
講　師 図書館　読み聞かせボランティア

絵本のおはなし

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

メロディ♪みいつけた　城崎地区公民館　多目的ホール
日　時 ３日（土）午前11時～11時20分
対　象 乳幼児と保護者、小学生
内　容 歌を聴いたり、一緒に歌う
歌 山根久美子さん

日　時 ６日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽器･歌遊び、リトミック＆ママの歌声タイム

音楽あそび

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

日　時 ①ほっとたいむ ５日（月）･22日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 15日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌･童謡を歌う②紙芝居･いろいろな遊び

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ　ふれあい広場

日　時 17日（土）午前10時30分～
対　象 乳幼児･小学生と保護者　130人
申込み 整理券が必要です〔７日（水）から各子育てセンターで配布〕
内　容 パネルシアター｢ぼくのミックスジュース｣ほか、ブラックシアター｢しらゆきひめ｣ほか

パネルシアター劇場　子育て学習室

日　時 21日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、触れ合い遊び　ほか
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

なかよし広場　子育て学習室

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

日　時 １日（木）午前10時15分～・８日（木）午後１時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、遊具での遊び、子育て相談＆子育て情報提供ほか

そとあそび広場　しばっこ広場
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平成28年10月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

DECEMBER
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談

 1 日（木）

13：30～16：00

但東健康福祉センター

生涯学習課 23－0341
 5 日（月） 竹野庁舎
 7 日（水） 出石ふれあいセンター

城崎庁舎
12日（月） 日高農村環境改善センター
14日（水） 豊岡健康福祉センター

行 政 相 談

 5 日（月）13：30～15：30 竹野庁舎

秘書広報課 23－1114
 8 日（木） 出石庁舎
10日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター
12日（月）13：30～15：30 日高農村環境改善センター15日（木） 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  7 日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター

社会福祉課 24－7033

21日（水）
身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 16日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 26日（月）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談 13日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
 8 日（木）

9：00～11：00
城崎庁舎

15日（木） 立野庁舎
22日（木） 出石庁舎

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 1 日（木）
15日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

12日（月）
26日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
21日（水） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 1 日（木）13：30～16：00 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 2 日（金）
16日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573
 7 日（水）
21日（水）

13：30～16：00

出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
 8 日（木） 城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
 9 日（金） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423
12日（月）
26日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

法 律 相 談
〔予約受付11/30（水）、8：30～〕
（先着8人・電話予約のみ）

 6 日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日（月）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所大交流課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 消費生活センター 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

13日（火）
27日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎

豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

思春期こころのケア相談 15日（木）13：30～16：30 豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

12月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
84,076人（－75人） 40,378人（－32人） 43,698人（－43人） 33,018世帯（－8世帯）
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12月の主な行事
DECEMBER

より詳しい情報は
こちらから

17（土）なかよしクリスマス会
 (10：00～ 但東市民センター)

18（日）
19（月）
20（火）
21（水）なかよし広場

 (９：30～ 子育て総合センター)
みんなで大掃除をしよう
 (10：00～11：30 竹野子育てセンター)
なかよし広場
 (10：30～11：30 出石子育てセンター)
おでかけ広場
 (10：30～11：30 高橋地区公民館)
城崎温泉ゆず湯(城崎温泉外湯)

22（木）絵本の読み聞かせ(クリスマススペシャル) 
 (10：30～11：10 城崎子育てセンター)
おたのしみ会「わくわくランド」
 (13：30～15：30 日高子育てセンター)

23（金）天皇誕生日
24（土）かにサンタのクリスマスイベント

 (10：30～ ＪＲ城崎温泉駅前広場)

25（日）カバストマルシェ
 (10：30～15：30 宵田商店街)

26（月）
27（火）
28（水）
29（木）
30（金）
31（土）

ひ
と
り
ご
と

1（木）
2（金）
3（土）水彩画教室・パステル画教室合同作品展

（９：30～ 市立美術館｢伊藤清永記念館｣、
13日)
神鍋高原冬山開き
 (９：30～ 奥神鍋スキー場)

4（日）Xmasだよ！パパと遊ぼうDAY！
 (10：30～11：45 日高子育てセンター)

5（月）
6（火）音楽あそび

 (10：00～11：30 竹野子育てセンター)

7（水）えほんのとびら
 (10：30～11：00 出石子育てセンター)

8（木）
9（金）
10（土）ET-KINGライブ in 豊岡

 (18：30～ 市民会館)

11（日）
12（月）
13（火）楽しいクリスマス

 (10：00～12：00 竹野子育てセンター)

14（水）にこにこひろば
 (10：30～11：00 出石子育てセンター)
豊岡ノーマイカーデー(市内全域)

15（木）絵本の読み聞かせの会
 (10：30～11：00 日高子育てセンター)

16（金）えほんはともだち
 (10：30～11：00 但東子育てセンター)

▼
早
い
も
の
で
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

も
残
す
と
こ
ろ
、
一
カ
月
と
な
り
ま

し
た
。
な
に
か
と
慌
た
だ
し
く
な
り

ま
す
が
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
何

事
も
な
く
一
年
を
締
め
く
く
り
た
い

も
の
で
す
。 

Ⓗ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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広
報
　と
よ
お
か

N
o.259

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
と
し
て
、

地
元
で
愛
さ
れ
続
け
て
18
年
。
こ

の
放
送
局「
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
」の

新
局
長
に
、
今
年
の
7
月
就
任
し

た
の
が
、
佐
伯
豪
介
さ
ん
で
す
。

　
佐
伯
さ
ん
は
、
大
阪
か
ら
ふ
る

さ
と
・
日
高
町
へ
の
U
タ
ー
ン
組
。

大
阪
で
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
4
年

前
に
、
番
組
の
制
作
技
術
者
と
し

て
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
再
就
職
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
制
作
技
術
の

他
、
管
理
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
、

そ
し
て
、
局
長
と
し
て
、
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
取
材
で
は
、
ラ
ジ
オ

で
ス
キ
ー
の
実
況
が
伝
わ
る
の

か
？
　
と
言
葉
の
み
で
伝
え
る
こ

と
の
難
し
さ
を
学
ん
だ
と
話
す
佐

伯
さ
ん
。
現
在
は「
情
報
を
伝
え

る
の
み
で
な
く
、
リ
ス
ナ
ー
が
そ

の
情
報
に
興
味
を
持
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
動
に
移
し
て
も
ら
え
る
ま

で
が
目
標
」と
話
し
ま
す
。

　
12
月
24
日（
土
）に
は
、
局
長

に
就
任
し
て
初
め
て
の
イ
ベ
ン

ト「H

ハ

ッ

ピ

ー

A
PPY

 J

ジ

ャ

ン

グ

ル

ベ

ル

U
N
G
LE
B
E
LL 

2016

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー（
所
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
料
無
料
）」も
開
催
し

ま
す
。
佐
伯
さ
ん
は
、
ラ
ジ
オ
を

通
し
て
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

今
日
も
地
域
を
駆
け
回
り
ま
す
。

ラジオを通してまちを盛り上げる
ＦＭジャングル新放送局長就任

佐伯豪
ごう

介
すけ

さん（28歳）日高町山宮

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲130人以上が集まり御柱を引上げ

三原谷の川の風まつり
初となる三原御柱祭りを開催

▲市内各小学校児童による子ども義士行列

　10月22・23日に、市役所市民広場などで｢第19
回大石りくまつり｣が開催されました。
　大石内

くらのすけ

蔵助を支えた妻・りくの遺徳をしのび、
豊岡観光協会などで組織する実行委員会が主催。
　22日は｢『りく女』追悼法要｣が営まれ、23日には、
今後１年間、豊岡の観光ＰＲを担う｢豊岡・りく
娘｣のお披露目や、パレード、ステージイベント
など多彩な催しが行われ、約１万人の来場者が祭
りを楽しみました。
　｢豊岡・りく娘行列｣｢子ども義士行列｣｢稚児行
列｣などで構成されるパレードには約200人が参加。
時代装束に身を包んだ子どもたちの真剣な顔つき
を、見物客らは温かい笑顔で見つめていました。

第19回大石りくまつり
忠臣蔵・大石内蔵助を支えた妻・りくをしのぶ

佐伯豪介さん
向井沙耶香さん（DJ） 多田香菜さん（DJ）

　10月22・23日、竹野地域の山あいにある三原谷
で、自然やアート、食を楽しむ三原谷の川の風ま
つり2016が開催されました。
　旧大森小学校では、地元産の食材にこだわった
三原谷ランチが提供され、映像作家の藤原次郎さ
んやイラストレーターの黒田征太郎さんらの作品
が紹介された他、隣接する田んぼで、碓

うす

井
い

俊
とし

樹
き

さ
んのピアノコンサートなどが開催されました。
　また、サントピアあすなろ（旧三原小学校）では
23日、初となる三原御

おん

柱
ばしら

祭りが開催され、130人以
上の参加者は｢よいしょ、よいしょ｣と声を掛け、
樹齢130年、長さ10ｍ、直径70㎝の杉を、上り坂
に沿って200ｍ引き上げていました。


